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搬
樽灘

鶴襟撒

欝
聯
灘
無

道
路
の
決
壊
百
九
ヵ
所

　
去
る
八
月
九
日
か
ら
県
下
一
帯
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
十
臼
町

市
で
も
中
心
巾
街
地
お
よ
び
吉
田
、

中
条
な
ど
の
山
地
な
ど
に
か
な
り
の

被
害
を
出
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
試
験
旭
の
調
ぺ
に
よ
る
日

雨
量
（
八
日
5
九
日
）
は
百
四
十
一

・
九
済
と
な
り
、
九
臼
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
防
災
に
あ
た
り
ま
し

た
が
、
一
部
に
避
難
命
令
や
立
退
き

命
令
も
出
る
ほ
ど
、
一
時
は
緊
迫
し

た
伏
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
災
害
対
策
本
部
が
ま
と
め
た
、

八
月
十
四
日
現
在
ま
で
の
被
害
総
額

は
三
億
一
手
百
二
十
万
四
千
円
に
の

ぼ
0
ま
し
た
。
被
害
内
容
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

L
建
　
物

　
半
壊
二
戸
、
　
一
部
破
損
七
戸
、
床

　
上
浸
水
十
八
戸
、
床
下
浸
水
百
九

　
十
六
戸
、
住
宅
付
属
建
物
二
戸
、

　
農
業
関
係
建
物
燭
固

　
　
計
八
百
万
円

8
月
水
害
の
つ
め
あ
と

乞
農
　
地

　
流
埋
、
十
四
・
六
む
、
冠
水
二
十
一

　
・
○
診
、
山
林
原
野
百
十
二
ヵ
所

　
　
計
　
一
千
四
百
万
円

3．

農
業
用
施
設

　
農
業
用
施
設
九
十
六
ヵ
所
、
林
業

　
用
施
設
二
十
一
ヵ
所
、
水
産
農
用

施
毅
四
ヵ
所

　
　
計
五
千
百
万
円

4．

農
産
物
等

　
　
計
七
百
七
＋
万
円

5．

土
木
施
設

　
道
路
百
九
ヵ
所
、
橋
架
六
ヵ
所
、

　
堤
防
百
十
三
ヵ
所
、
砂
防
九
ヵ
所

　
　
計
　
二
億
二
千
百
万
円

鉦
そ
の
他

　
商
工
被
害
四
百
八
十
万
円
、
た
め

　
池
百
五
士
万
円
、
学
校
被
害
八
十

七
万
円

　
　
計
　
七
百
十
七
万
円

乳
遜
難
命
令
内
訳

　
ア
、
津
池
、
小
林
佐
薔
　
戸
戸
に

　
　
立
退
命
令

まさくり川の氾監で欠壊した市道

イ
、
浅
河
原
、
馬
崩
藤
一
、

に
豆
退
命
令

ウ
、
江
道
、
庭
野
五
郎
吉
、

に
豆
退
命
令

一
戸

一
戸

エ
、
榎
川
筋
一
帯
に
避
難
命
令

一ナギ
か
ら
か
え
っ
た
成
虫
は
、
葉
の

裏
に
、
一
匹
が
五
～
六
百
個
ほ
ど
の

小
さ
い
卵
を
生
み
つ
け
ま
す
。
卵
は

　
一
週
間
ぐ
ら
い
で
幼
虫
に
な
り
、
最

初
は
群
が
っ
て
木
の
葉
を
さ
か
ん
に

食
ぺ
ま
す
が
、
大
き
く
な
る
と
分
散

し
て
．
七
月
か
ら
八
月
の
初
旬
ご
ろ

サ
ナ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
成
虫
－
卵
を
く
り
返
し
、

ま
た
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
毛
里

に
な
り
、
あ
ぱ
れ
ま
わ
り
ま
す
．

　
こ
の
幼
虫
は
卵
か
ら
か
え
る
と
十

　
オ
、
山
本
四
丁
目
村
山
正
三
郎
ほ

　
　
か
二
戸
に
避
難
命
令

る
懸
鱒
鍵
よ
一

市
街
地
域
に
被
害

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

　
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
被
害
が
こ
と
し
も
出
て
い
ま
す
．

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
そ
の
名
の

と
お
り
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
侵
人

し
て
き
た
害
虫
で
、
次
第
に
発
生
区

域
が
ひ
ろ
が
り
、
い
ま
で
は
二
十
都

県
に
及
ん
で
い
ま
す
。
県
内
に
は
昭

和
二
十
九
年
ご
ろ
か
ら
侵
入
し
は
じ

め
、
当
市
へ
は
昭
和
四
十
三
年
に
十

日
町
中
学
校
附
近
に
発
生
、
い
ま
で

は
国
道
沿
い
の
市
街
地
域
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
ま
す
。

　
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
小

さ
な
臼
い
ガ
の
一
種
で
そ
の
幼
虫

は
、
ブ
ラ
タ
ナ
ス
、
サ
ク
ラ
な
ど
の

街
路
樹
や
庭
木
の
ほ
か
、
ク
ワ
、
＋

シ
な
ど
の
農
．
産
物
ま
で
、
手
あ
た
り

次
第
に
食
い
荒
す
害
虫
で
す
。

　
成
虫
は
ハ
ネ
を
ひ
ろ
げ
る
と
三
セ

ン
チ
、
体
長
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
．

幼
虫
は
三
セ
ン
チ
ほ
ど
で
灰
白
色
の

艮
い
毛
が
密
生
し
て
、
一
見
お
そ
ろ

し
そ
う
な
毛
虫
で
す
が
。
毒
は
な
く

手
に
ふ
れ
て
も
安
全
で
す
。

　
毎
年
五
月
か
ら
六
月
の
初
酊
に
サ

欝

～
十
二
日
間
ぐ
ら
い
は
分
散
し
な
い

で
か
た
ま
っ
て
糸
を
は
き
巣
を
幣
り

ま
す
。

　
こ
の
巣
を
み
つ
け
た
ら
、
幼
虫
が

分
散
し
な
い
う
ち
に
、
す
ぐ
枝
を
切

り
取
っ
て
焼
き
捨
て
る
の
が
も
っ
と

も
効
果
的
な
万
法
で
す
。
．

　
被
害
が
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
と
き
は

農
薬
を
散
布
し
ま
す
。
デ
イ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
乳
剤
を
午
倍
に
薄
め
て
く
だ

さ
い
。

（
写
真
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
）

5
、4
46

年
度
分
を
募
集

　
　
2
4
日
か
ら
県
住
宅
供
給
公
社

　
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
中
条
駅

裏
、
旭
ヵ
丘
団
地
の
明
年
度
及
び
明

と
し
よ
り
の
福
祉
週
間

　
　
　
　
七
十
才
以
上
に
祝
金
を
支
給
で

　
敬
老
福
祉
週
間
が
ト
五
日
か
ら
は

じ
ま
り
、
全
国
で
お
と
し
よ
り
を
な

ぐ
さ
め
お
祝
い
す
る
行
事
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市

で
は
、
八
月
の
市
報
に
も
布
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
こ
と
し
か
ら
敬
老
祝

金
と
し
て
七
十
才
以
上
に
千
円
、
八

訂
灘
舗
虐
睦
響
旺

市
内
三
カ
所
で
相
談
所
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
月
の
行
政
相
談
週
間

　
拳
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

一
週
間
．
全
国
一
せ
い
に
行
政
相
談

週
閥
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
週
聞
中
は

各
市
町
村
で
無
料
相
談
所
を
開
設
す

る
な
と
、
各
穂
行
事
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
十
日
町
市
で
は
つ
ぎ

の
予
定
で
相
談
所
を
開
き
ま
す
の

で
、
お
役
所
し
ご
と
で
ご
相
談
の
あ

る
万
は
、
お
気
軽
に
お
い
出
く
だ
さ

い
。
　
な
お
担
当
は
新
潟
行
政
監
察
局
行

政
相
談
委
員
お
よ
び
、
国
、
県
の
出

先
機
関
と
市
関
係
で
す
。

日
時
、
賜
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
十
月
十
四
日
（
火
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
出
張
所

十
月
十
六
日
（
木
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所

十
月
十
八
日
（
土
）
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
下
条
出
張
所

一老人に対
し
て
も
見
舞
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

去
る
十
二
日
か
ら
各
旧
鮒
村
別
に
市

長
、
助
役
．
収
入
役
が
出
向
き
、
お

祝
い
の
こ
と
ぱ
を
述
ぺ
た
あ
と
、
県

知
墨
の
祝
菓
お
よ
び
祉
会
福
祉
協
議

会
か
ら
の
記
念
品
と
同
時
に
今
回
の

敬
老
祝
金
を
お
く
り
ま
し
た
。
な
お

市
の
写
真
愛
好
家
に
よ
る
光
画
ク
ラ

ブ
が
撮
影
し
た
、
九
セ
才
以
上
（
十

九
人
）
の
方
の
写
真
に
、
協
会
か
ら

額
ぶ
ち
を
付
け
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
鉦
度
の
分
譲
住
宅
を
次
の
と
お

り
募
果
い
た
し
ま
す
。
本
年
度
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
着
工
、
十
月
末

完
成
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
社
の
分
譲
住
宅
に
は
、
住
宅
金

融
公
庫
の
融
資
が
自
動
的
に
つ
き
ま

す
。一

、
受
付
期
間

一　昭
和
四
十
四
鉦
九
月
二
十
四
日
か

　
ら
十
月
十
八
日
ま
で

一
一
一
苗
し
込
み
受
瘍
所

　
　
　
市
役
所
市
長
公
室

三
、
募
輿
戸
数

　
　
　
明
年
度
建
築
分
　
　
＋
五
戸

　
　
　
明
後
年
度
建
築
分
　
十
〇
戸

町
釜
漢

該
当
者
は
届
出
を

　
　
　
占
領
軍
に
よ
る
人
身
被
害

　
市
内
で
終
戦
後
一
連
合
国
占
領
軍

に
よ
り
人
身
被
害
を
受
け
た
万
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
社
会
福
祉
串
務
所

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

「
連
合
国
占
頷
軍
等
の
行
為
等
に
よ

る
被
害
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
」
に
も
と
す
き
、
療
養

休
業
、
瞳
害
、
葬
祭
、
遺
族
等
の
各

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
が

市
内
居
住
の
か
た
で
該
当
さ
れ
る
か

た
が
あ
り
ま
し
た
ら
同
福
祉
事
務
所

（
甫
役
所
内
）
に
お
間
い
合
わ
せ
の

う
え
請
求
等
の
手
読
き
を
お
と
り
く

だ
さ
い
。

　
頭
金
を
計
圃
的
に
積
立
て
、
住
宅

金
融
公
庫
の
融
資
と
合
せ
、
明
年
又

は
明
後
年
に
住
宅
を
手
に
入
れ
る
積

立
分
譲
万
法
で
す
．

五
、
分
譲
予
定
価
格

　
宅
地
つ
き
で
引
き
渡
し
の
際
実
費

で
精
算
し
ま
す
。

　
①
宅
地
　
平
均
　
　
約
六
十
八
坪

　
　
　
　
　
坪
曽
価
一
万
四
千
円

　
　
分
譲
予
斥
価
格
約
九
十
五
万
円

　
②
建
物
木
造
二
階
建

　
　
　
　
十
七
・
七
†
五
坪
3
D
K

　
　
分
譲
予
定
価
格
約
百
八
十
四
万

　
　
円

　
　
合
計
分
譲
予
定
価
格

　
　
　
　
　
約
二
百
七
十
九
万
円

六
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
と
償

　
　
還

　
　
融
姿
額
　
百
三
十
三
万
円
予
定

　
　
十
八
年
返
還
　
　
年
五
分
五
厘

（
く
わ
し
く
は
市
役
所
市
長
公
室
に

お
間
い
合
せ
下
さ
い
）

「
火
の
用
心
」
の
習
字
募
集

市
内
小
中
学
生
か
ら

　
市
消
防
後
援
会
で
は
、
防
火
思
想

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
こ
と
し
も

つ
ぎ
の
要
領
で
市
内
小
、
中
学
生
に

よ
る
「
火
の
用
心
」
の
習
字
募
集
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

1
対
象

市
内
小
学
生
（
四
年
生
～
六
年
生
）

　
〃
中
学
生
（
一
年
生
～
二
年
生
）

2
用
紙

　
大
き
さ
は
縦
六
十
五
移
、
横
十
九

移
程
度
の
も
の
。

3
提
出

　
（
イ
）
提
出
数
　
校
内
審
査
を
し
て

　
　
　
　
　
　
一
学
級
か
ら
点
二

　
　
　
　
　
を
提
出
す
る
。

（
ロ
）
期
　
限
　
十
月
十
九
日
（
期

　
　
　
　
　
日
厳
守
の
こ
と
）

（
ハ
）
提
出
先
　
十
日
町
市
役
所
内

　
　
　
　
　
＋
日
酊
消
防
後
援

　
　
　
　
　
会
亭
務
局

4
審
査
員

　
地
元
紙
記
者
“
十
日
町
新
聞
、
越

　
路
新
報
、
十
日
酊
タ
イ
ム
ス

　
県
内
紙
記
者
“
新
潟
日
報

　
教
育
委
昌
会
、
十
日
町
市
役
所
、

　
　
　
市
民
ス
ボ
ー
ツ
大
会

市
で
は
十
月
十
口
の
「
体
育
の
日
」
に
市
教
委
、
市
依
協
共
催
で
つ

ぎ
の
行
事
を
行
な
い
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
き
十
月
十
日
午
前
八
時
十
五
分
開
会
式
（
各
会
場
、
テ
ニ
ス

　
　
　
　
野
球
、
卓
球
は
市
民
体
育
舘
）

　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
八
時
三
十
分
試
合
開
始

　
種
目
、
会
場
及
び
対
象

　
　
①
陸
上
競
技

　
　
　
イ
、
記
録
会
　
ト
高
グ
ラ
ン
ド
　
中
学
生
以
上
男
女

　
　
　
ロ
、
マ
ラ
ソ
ン
　
　
〃
　
発
着
　
　
”
　
　
男

　
　
②
軟
式
野
球

　
　
　
イ
、
城
ヵ
丘
グ
ラ
ン
ド
　
一
般
、
中
学
の
決
勝

　
　
　
ロ
、
十
　
中
　
〃
　
　
　
申
学
生

　
　
　
ハ
、
南
中
〃
　
　
中
学
生

③
庭
球

④
籠
珠

⑤
排
球

⑥
卓
球

城
ヵ
丘
コ
ー
ト
中
学
、
高
校
、
一
般
各
男
女

実
業
高
校
体
育
舘
　
中
学
、
高
校
、
一
般
，
各
男
女

南
中
学
校
体
育
舘
　
中
学
女
子
、
一
股
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
含
む
）

市
民
体
育
舘
　
中
学
、
一
般
各
男
女
（
中
学
は
い
づ

　
　
　
　
　
れ
も
一
、
二
年
生
）

会

第
二
回
十
日
町
市
美
術
展

　
期
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
七
日
（
金
》
・
八
日
（
土
）

　
　
　
九
日
（
日
）
　
午
前
九
時
5
午
後
五
時
三
日
間

会
　
　
　
場
十
日
町
而
公
民
舘

出
品
資
格
中
魚
沼
郡
、
＋
日
町
市
在
住
者

作
品
点
数
に
制
限
な
し
（
未
発
表
作
品
の
こ
と
）

　
　
第
一
部
　
日
本
画
（
額
縁
付
き
、
横
百
二
十
一
移
以
内
）

　
　
第
二
部
　
洋
圃
油
絵
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
デ
ッ
サ
ン
、
版
画

　
　
　
　
　
　
（
額
縁
付
き
、
五
十
号
以
内
）

　
　
第
三
部
新
し
い
美
術

　
　
　
　
　
超
絵
画
的
な
も
の
（
常
識
以
上
の
大
き
さ
を
こ
え
な

　
　
　
　
　
い
こ
と
）

　
　
第
四
部
　
書
道
（
棒
張
り
表
装
、
半
折
以
下
、
下
記
親
文
票
添

　
　
　
　
　
付
の
こ
と
）

　
　
第
五
部
　
写
真
（
台
紙
付
き
、
四
ッ
切
）

※
出
品
者
は
必
す
本
展
出
品
目
録
を
作
品
と
と
も
に
提
出
し
、
作
品

　
の
裏
面
に
題
名
等
を
記
入
し
た
出
品
票
を
は
っ
て
天
地
を
明
示
し

て
く
だ
さ
い
。

出
品
料
各
部
と
も
一
点
一
盲
円

搬
　
入
＋
一
月
四
日
（
火
）
午
前
九
時
～
午
後
九
時

　
　
　
　
　
十
日
町
市
公
民
舘
に
持
参
の
こ
と
．

審
査
員
瀬
水
慎
一
（
日
本
圃
、
洋
圃
、
新
し
い
美
術
）
弦
巻

　
　
　
　
　
松
蔭
（
書
道
）
中
俣
正
義
（
写
真
）

　
　
寄
　
　
付

市
内
駅
通
り
、
酒
井
新
作
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
消
防
庁
舎
増
築
資
金

に
と
一
万
五
千
円
ま
た
、
十
日
町
ロ
ヨ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
消
防
団
防

火
幕
五
張
を
市
消
防
署
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
●

公
民
舘
だ
よ
り
一

講と

師き婦市

と
　
き

と
こ
ろ
講
師

講と

師き手

人
　
学
　
級

九
月
十
八
日
（
木
）
午
後
八
時
～
十
時

星
名
勝
治
佐
生

民
　
大
　
学

九
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
5
三
時

商
工
福
祉
会
舘

犬
養
智
子
先
生

「
家
事
を
上
手
に
サ
ボ
ル
法
」

芸
　
教
　
室

九
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
七
時
5
九
時

田
村
恭
子
先
生

　
　
諸
車
交
通
止
め

市
内
孕
石
地
内
国
道
二
五
三
号
線
は
、
道
路
改
良
工
裏
の
た
め
九
月

十
日
か
ら
十
月
十
日
（
三
十
一
日
聞
）
ま
で
諸
車
交
通
止
め
を
行
な

い
ま
す
。
迂
回
路
は
あ
り
ま
せ
ん
．

一346一
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中
沢
川
の
水
質
を
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汚
れ
は
信
濃
川
の
百
八
十
倍

　
市
で
は
、
中
沢
川
水
系
の
都
雨
排

水
、
工
場
排
水
の
汚
れ
の
現
況
を
調

ぺ
る
た
め
、
去
る
三
日
第
三
回
目
の

同
水
系
の
採
水
を
実
施
し
、
水
温
、

色
相
、
臭
気
透
視
度
、
B
O
D
（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
を
分
析
す

る
公
害
防
止
に
対
応
し
て
の
一
応
の

基
礎
調
査
を
終
わ
っ
た
。

　
市
雪
害
公
害
係
は
、
こ
れ
ま
で
去

る
三
月
と
六
月
に
も
採
水
し
、
今
回

が
三
回
目
で
す
が
、
一
日
六
回
二
時

聞
お
き
に
採
水
し
、
西
蒲
吉
田
町
の

環
境
衛
生
研
究
所
に
水
質
分
析
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　
前
回
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
去
る
四
十
二
年
信

濃
川
十
日
町
橋
附
近
で
調
ぺ
た
水
と

く
ら
べ
て
、
透
視
度
五
十
五
，
八
十

五
（
信
濃
川
三
十
）
B
O
D
八
十
5

培
P
P
M
（
縷
川
一
．
二
P
P

M
）
と
い
う
こ
と
で
、
中
沢
川
水
系

の
汚
れ
は
、
信
濃
川
の
七
十
優
か
ら

百
八
＋
倍
と
い
う
こ
と
で
す
．

【
写
真
は
三
回
目
の
中
沢
川
の
採
水

状
況
】

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
被
爆
者
救
援
募
金
27
万
円

　
広
島
、
長
崎
の
原
爆
被
災
者
救
援

の
た
め
婦
人
会
を
主
依
と
し
た
募
金

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
つ
ぎ
の
と
お
り
集
ま
り
、
原
水
協

代
表
が
、
去
る
一
日
広
島
市
へ
お
も

む
き
救
援
金
を
渡
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
一
行
は
、
同
市
の
原
爆
病
院

市
役
所
な
ど
を
訪
れ
、
実
情
を
視
察

し
そ
れ
ぐ
つ
ぎ
の
よ
う
な
感
想
を

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
か
ら
市
内
在
住
の
か

た
で
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

に
、
援
助
脅
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
事
務
局
（
市
役
所
庶

務
課
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
援
募
金
の
状
況

①
支
援
団
体
寄
付
金
、
七
万
四
千
円

　
繊
労
、
織
物
組
合
、
市
役
所
、
市

　
農
協
、
自
民
党
、
社
会
党
、
商
工

　
会
議
所
、
金
融
団
、
医
師
会
、
仏

　
教
会
、
天
理
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

　
青
年
会
議
所
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

　
ブ
、
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ

　
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

②
一
般
募
金
二
十
万
二
千
五
百
七
十

　
七
円

　
十
日
町
地
区
七
万
三
．
干
四
百
八
十

　
四
円
、
中
条
地
区
三
万
八
、
干
五
百

　
三
十
五
円
、
川
治
地
区
二
万
二
千

　
五
百
七
十
五
円
、
六
箇
地
区
三
千

　
五
百
八
十
五
円
．
吉
田
地
区
一
万

　
八
千
三
百
五
十
円
、
下
条
地
区
一

　
万
八
千
五
百
九
十
五
円
、
水
沢
地

　
区
二
万
七
千
四
百
五
十
三
円

　
広
島
市
民
大
会
参
加

　
者
の
感
想

・
世
界
の
働
く
人
達
を
殺
し
苦
し
め

た
第
二
次
世
界
大
戦
も
、
日
本
の
広

島
と
長
崎
に
お
と
さ
れ
た
原
子
爆
弾

に
よ
っ
て
終
わ
り
を
つ
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
犠
牲
は

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
原
爆
病
院
を
お
と
す
れ
、
そ
の
後

の
事
情
を
聞
い
て
い
っ
そ
う
そ
の
感

を
深
め
た
。
原
爆
病
者
が
九
万
名
以

上
、
今
年
も
す
で
に
七
十
名
が
死
ん

で
い
っ
た
と
い
う
。
病
院
に
良
居
す

る
こ
と
さ
え
罪
悪
感
を
お
ぼ
え
た
。

し
か
し
、
ま
だ
そ
の
原
爆
は
た
え
て

い
な
い
。
慰
霊
塔
の
中
に
は
「
あ
や

ま
ち
は
、
ふ
た
た
び
く
り
か
え
ま
し

せ
ん
一
と
…
…

　
　
へ
原
水
協
理
事
　
矢
口
重
雄
》

・
戦
後
二
十
四
隼
、
今
な
お
原
爆
病

に
う
め
く
被
爆
者
遠
、
当
時
を
再
現

し
た
生
地
獄
を
思
わ
せ
る
原
爆
資
料

舘
、
そ
の
い
す
れ
も
が
核
兵
器
の
恐

怖
を
生
々
し
く
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

私
達
は
こ
の
印
象
を
忘
れ
る
こ
と
は

出
来
ま
廿
．
ん
。

　
　
（
吉
田
地
区
婦
人
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
粟
林
静
枝
）

・
広
島
市
の
町
並
み
は
、
い
ま
原
爆

の
日
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
安
ら
か

な
た
だ
す
ま
い
。
し
か
し
同
市
の
原

爆
病
院
で
は
、
こ
と
し
も
一
目
か
ら

す
で
に
三
十
人
が
亡
く
な
り
、
い
ま

な
お
百
五
十
八
が
放
射
能
と
た
た
か

つ
て
い
る
と
い
う
．

　
入
院
患
者
の
一
人
、
岩
田
ミ
サ
オ

さ
ん
（
七
十
二
才
）
が
「
戦
争
は
い

や
だ
、
国
は
も
っ
と
被
爆
者
に
あ
た

た
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
こ
と
ぱ
が
胸
か
ら
は
な
れ

な
か
っ
た
。

　
　
（
十
日
町
織
協
　
大
島
冨
治
）

・
原
爆
資
料
舘
に
入
っ
て
み
て
、
原

　
　
昭
和
四
十
五
年
度

爆
と
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
聞
を
苦

し
め
る
も
の
な
の
か
と
、
そ
の
恐
し

さ
に
身
の
け
す
ら
れ
て
ゆ
く
よ
う
な

思
い
が
し
た
。

　
ま
た
原
爆
肩
院
の
中
に
は
、
戦
後

二
＋
四
年
平
和
の
今
で
も
な
お
な
や

み
苦
し
む
被
爆
考
が
多
く
居
る
こ
と

に
驚
き
、
そ
の
傷
心
は
如
何
ぱ
か
り

か
と
思
い
余
る
も
の
が
あ
る
。
せ
め

て
身
寄
な
き
被
爆
者
の
た
め
の
養
護

ホ
ー
ム
等
施
設
の
充
実
を
望
み
た
い

「
過
ち
は
も
う
繰
返
す
な
」
広
島
を

訪
れ
て
み
て
そ
の
感
を
一
層
強
く
し

た
。
　
　
　
　
（
市
役
所
　
岩
田
三
夫
）

職
業
訓
練
所
訓
練
生
募
集

　
職
業
訓
練
所
で
は
、
昭
和
四
十
五

年
四
月
入
所
す
る
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
近
く
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
中
学
校
、
高
等
宇
校

一
職
業
訓
練
所
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
◎
募
集
締
切
り

　
十
一
月
ニ
ヤ
五
日

◎
入
所
資
格

　
義
務
教
育
修
了
者
（
来
年
三
月
中

　
学
校
ま
た
は
高
等
掌
校
を
卒
業
す

　
る
人
を
含
む
）

◎
特
典

　
①
授
業
料
は
無
料
で
す
。

　
②
職
腫
に
よ
り
必
要
な
免
許
へ
例

　
　
え
ぱ
電
気
工
學
士
、
ガ
ス
溶
接

製
造
業
の
増
加
が
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
統
計
調
査

　
昭
和
四
十
四
年
七
月
一
日
現
伍
の

事
業
所
統
計
調
査
結
果
が
、
別
表
の

』
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九
月
の
前
半
は
、
前
線
の
影
響

で
天
気
は
不
安
定
の
見
込
み
で
す

後
半
は
移
動
性
高
気
圧
に
お
お
わ

れ
比
較
的
晴
れ
る
人
が
多
い
で
し

よ
う
。
な
お
台

風
は
、
一
個
位

日
本
に
接
近
ま

た
は
h
陸
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

北
陸
地
方

　
前
線
の
影
響
で
曇
雨
天
の
日
が

多
く
な
り
そ
う
で
す
。
Ψ
均
気
温

は
低
め
、
隆
水
量
は
多
め
、
ま
た

R
照
は
少
な
め
の
み
こ
み
で
す
．

　
　
　
聞
ヵ
月
予
報

　
　
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
か

　
低
め
、
際
水
量
は
多
め
の
み
こ
み

で
す
。

　
　
【
上
旬
の
予
報
】

聞
…
…
…
一
…
…
…
一
＝
…
…
昌
一
…
…
…
周
≡
一
…
≡
…
…
働
…
願
一
…
…
一
一
…
＝
≡
…
一
…
一
…
＝
＝

ー
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
1

　
　
【
中
旬
の
予
報
】

　
ひ
き
つ
づ
き
不
安
定
な
天
気
が

多
く
気
温
も
低
め
で
す
が
、
後
半

は
移
動
性
高
気
圧
に
お
拘
わ
れ
、

比
較
的
晴
れ
る
日
が
多
い
で
し
ょ

う
。
平
均
気
温
は
平
任
並
み
の
み

こ
み
で
す
。

　
【
下
旬
の
予
報
】

　
移
動
性
高
気
圧
が
通
り
、
天
気

　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
に
　

（
明
）
　
ぢ
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
平
均
気
温
は
平

　
　
　
　
　
　
年
並
み
、
降
水

量
は
一
時
多
め
と
な
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
平
年
並

み
ま
た
R
照
は
、
平
年
並
み
の
み

こ
み
で
す
。

と
お
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
事
業
所
総
数
四
千
三
百
四
十
三
で

前
回
の
四
十
一
年
に
比
較
し
て
二
百
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　　昭和44年事業所統計調査結果
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国
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輔
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一
一
一
≡
…
…
偶
…
…
鱒
…
≡
≡
…
一
一
顎

七
十
一
の
増
と
な
り
、
そ
の
主
な
る

も
の
は
製
造
業
の
増
加
が
百
五
†
六

っ
い
で
卸
、
小
売
業
が
八
十
二
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
．
こ
の
調
査
で
は
、
農
林
水

一
嚢
は
、
法
人
組
織
の
も
の
だ
け
が

調
査
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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　319
2，572

　915
　　30

　　30

　　　14

　　　6

　445

総　　　数
農』塾丞 産業

業
皿　
　
業

　　
｝
　鉱
㎜
建

　
　
設

製　造　業
卸・小売業
金融保 堕叢

不動産業
運輸通信業
電気ガス水道業

サービス業

　
　
士
等
）
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
③
就
職
時
の
賃
金
は
高
等
学
校

　
　
（
男
子
）
の
卒
業
生
と
ほ
と
ん

　
　
ど
同
じ
で
、
職
種
に
よ
り
・
て
上

回
っ
て
い
ま
す
。

〔
職
業
訓
練
所
職
種
定
自
〕

（
訓
練
所
名
．
職
種
、
定
員
の
順
）

▽
新
潟
（
．
新
潟
市
）

機
械
科

機
械
組
立
科

板
金
科

溶
桜
科

配
管
科

※

一ニニニ…三四
〇〇〇〇〇

　
　
　
　
　
製
材
機
械
科

　
　
　
　
　
電
気
科

　
　
　
　
　
自
動
車
整
備
科

　
　
　
　
　
建
築
科

　
　
　
　
　
測
量
科

▽
上
越
（
高
田
而
）

　
　
　
　
　
機
薇
科

　
　
　
　
　
機
械
組
立
科

　
　
　
　
　
溶
接
科

　
　
　
　
　
電
気
科

　
　
　
　
　
自
動
宙
整
備
科

　
　
　
　
　
建
築
科

　
　
　
　
　
木
材
工
芸
科

▽
柏
崎
（
柏
崎
市
）

　
　
　
　
　
機
械
科

　
　
　
　
　
機
械
組
立
科

　
　
　
　
　
建
築
科

▽
三
条
（
三
条
市
）

　
　
　
　
　
機
械
鍛
造
科

　
　
　
　
　
機
械
科

　
　
　
　
機
械
組
立
科

　
　
　
　
金
属
ブ
レ
ス
科

　
　
　
　
溶
接
科

三三三二二三四　五三四四二
〇〇〇〇〇〇〇　〇〇〇〇〇
1新送三　二　一褒　　規r・潟り席　 席　 席　　　　　農

三三四
〇〇〇

二二三四四
〇〇〇〇〇

▽
十
日
町
（
十
日
町
雨
）

　
　
　
　
織
機
調
整
科
　
　
三
〇

　
　
　
　
　
染
色
科
　
　
　
三
〇

▽
魚
沼
（
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）

　
　
　
　
電
気
科
　
　
　
二
〇

　
　
　
　
左
官
科
　
　
　
一
一
〇

　
　
　
　
建
築
科
　
　
　
三
〇

　
　
　
　
木
材
工
芸
科
　
　
二
〇

※
は
訓
練
期
間
六
ヵ
月
、
そ
の
他

　
一
年
で
す
。

農
業
セ
ン
サ
ス
の
標
語

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ス
タ
ー
を
募
集

　
来
年
二
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
、

一
九
七
〇
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
つ
ぎ

に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

標
語
の
応
募
規
定

応
募
資
格
　
制
阪
な
く

応
募
作
品
　
未
発
表
の
も
の

用
　
　
紙
官
製
は
が
き
で
一
枚
一

　
　
　
　
句
（
一
人
三
枚
ま
で
）

褒
　
賞

一
席
　
一
名
農
林
大
臣
賞
、
副
賞

　
　
　
　
三
万
円

二
席
　
一
名
　
農
林
統
計
協
会
長
賞

　
　
　
　
副
賞
一
万
円

三
席
　
三
名
　
貧
金
五
千
円

ポ
ス
タ
ー
の
応
募
規
定

　
明
る
く
農
家
に
理
解
し
や
す
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
ロ応

募
資
格
馳
は
な
い
が
未
発
表
｝

次
の
文
字
を
入
れ
る

「
一
九
七
〇
年
世
界
展
林
業
セ
ン
サ

ス
」
「
昭
和
四
十
五
隼
二
月
一
日
」

　
　
　
　
ナ
　
　
　

　
　
行
政
書
士
試

　
　
験

◎
■
時
　
昭
和
四
十
四
年
十
月
九
■

　
へ
木
）
九
時
三
十
分
か
ら

◎
場
所
　
新
潟
而
医
学
町
自
治
会
舘

六
階
講
堂

◎
筆
記
試
験

①
一
般
教
養
試
験
（
時
閥
四
十
分
、

一
一
＋
間
）

　
行
政
書
士
と
し
て
備
え
て
い
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
教
養

②
専
門
試
験
（
蒔
間
四
十
分
、
二
十

間
）

　
行
政
書
士
関
係
法
令
、
住
民
基
本

　
台
帳
法
、
戸
籍
法
、
国
籍
法
、
民

格
縦
六
十
移
、
横
四
十
二

　
些
又
字
を
含
め
て
五
色
以

　
内
賞
一
名
農
林
大
臣
賞
、
副
賞

五
万
円

一
名
農
林
続
計
協
会
畏
賞

　
　
副
賞
一
一
万
円

三
名
賞
金
一
万
円

送
り
先

新
潟
県
企
画
部
統
計
課
（
新
潟
市
学

校
町
一
、
ロ
丁
九
五
一
）

〆
切
昭
和
四
十
四
年
＋
月
十
日

郵
便
モ
ニ
タ

ー
募
集

　
郵
政
省
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
度

郵
便
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
郵
政
省
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
二
回
を
予
定
）

に
お
答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、
随
時
意

見
、
要
望
な
ど
を
脊
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
．

・
任
期

　
昭
和
四
十
五
隼
三
月
末
日
ま
で

・
応
募
資
格

　
二
十
才
以
上
の
人
で
性
別
、
既
婚

　
末
婚
、
職
業
の
有
無
は
間
い
ま
せ

ん
．

・
〆
切

　
昭
和
四
十
四
年
九
月
二
十
日

・
応
募
万
法

官
製
は
が
き
に
次
の
こ
と
を
記
入

　
し
て
わ
近
く
の
郵
便
局
あ
て
お
出

し
下
さ
い
。

　
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
、
動
機
、

　住所、

氏
名
、
年
令
、
職
業

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

法
、
憲
法

③
作
文
（
時
間
五
十
分
）

　
題
名
を
定
め
て
出
題
す
る

◎
面
接
試
験

　
一
人
当
り
十
分
程
度
と
し
、
地
万

　
課
長
が
行
な
う
．

◎
串
込
期
目
お
よ
び
願
書
提
出
場
所

　
昭
和
四
十
四
年
九
月
二
十
六
日

　
県
地
方
課
行
政
書
士
試
験
係

◎
受
験
手
続

　
履
歴
書
、
受
験
資
格
を
証
す
る
昏

　
類
、
写
真
（
出
願
前
一
年
以
内
に

　
撮
影
し
た
上
半
身
正
面
同
、
無
帽

　
の
名
刺
型
程
度
の
も
の
）
受
験
手

数
料
千
円

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
市
長
公

室
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

笹めぐ
　
山
本
部
落
の
東
万
、
国
道
一
一

七
号
線
と
、
二
五
三
号
線
に
か
こ

ま
れ
た
通
称
β
城
（
じ
ょ
う
）
θ

と
よ
ば
れ
る
段
丘
の
突
端
の
杉
林

の
な
か
に
山
本
城
の
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
南
側
は
、
川
治
川
の
断
崖
が
け

わ
し
く
切
り
立
ち
、
北
側
は
浸
蝕

谷
で
く
ぎ
ら
れ
て
い
る
半
島
状
の

地
形
を
た
く
み
に
利
用
し
た
城
で

す
。

要
害
堅
固
な

城
　
東
に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
台
地
と

の
境
い
に
は
、
深
さ
五
層
、
底
巾

三
麿
の
弧
状
の
空
壕
と
、
高
さ
二

層
ほ
ど
の
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
そ

の
内
側
に
は
東
西
六
十
五
麟
、
南

北
三
十
材
の
主
郭
を
中
心
に
、
一

段
下
っ
て
北
西
、
南
の
三
方
に
三

段
の
帯
郭
（
お
び
ぐ
る
わ
）
を
設

け
、
さ
ら
に
二
段
の
小
郭
が
と
り

ま
く
な
ど
、
全
依
で
は
東
西
百
麿

を
こ
え
る
ほ
ど
規
模
が
大
き
く
、

要
害
堅
固
な
備
え
を
し
て
い
ま

藤

す
。

新
田
一
族
が

築
く

　
こ
の
城
の
歴
史
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
南
北
朝
時
代

に
新
田
氏
の
一
族
が
築
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
か
ら
五
百

年
ほ
ど
の
昔
に
は
、
大
河
内
玄
蕃

頭
信
賢
と
い
う
武
将
が
居
城
し
て

い
ま
し
た
．

　
信
賢
は
、
得
禄
二
年
（
一
四
五

八
年
）
城
之
古
（
た
て
の
こ
し
）

の
琵
琶
懸
城
の
城
主
、
羽
…
刑
部

左
エ
門
義
遠
と
合
戦
を
お
こ
な

い
、
四
月
十
九
日
の
戦
い
に
つ
い

に
琵
琵
懸
城
を
落
城
さ
せ
、
義
遠

を
自
刃
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
山
本
は
、
む
か
し
は
川
内
村
と

よ
は
れ
て
い
た
の
で
、
城
主
は
土

地
の
地
名
を
と
一
、
て
θ
大
洞
内
6

　
山
本
城
の
背
後
の
段
丘
上
を
約

二
♂
ほ
ど
登
り
つ
め
た
稜
線
上
の

関
根
部
落
の
真
上
に
あ
た
る
と
こ

ろ
に
赤
城
砦
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
の

構
築

　
山
頂
の
一
番
高
い
部
分
を
削
平

し
た
ボ
ー
ト
形
の
平
地
を
主
郭
と

し
て
、
そ
の
前
後
を
そ
れ
ぞ
れ
二

条
の
壕
に
よ
っ
て
断
ち
切
り
、
南

北
両
側
に
一
5
二
段
の
腰
郭
へ
こ

し
ぐ
る
わ
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
東
側
背
後
の
壕
は
、
深
さ
七
層

底
m
四
麿
で
、
山
腹
ま
で
掘
り
下

げ
た
タ
テ
堀
に
な
っ
て
い
る
構
造

か
ら
み
る
と
、
こ
の
砦
も
戦
国
時

代
の
構
築
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
す
。

　
規
模
は
比
較
的
小
さ
い
砦
で
す

が
、
四
方
の
眺
め
は
雄
大
で
、
郡

内
の
大
部
分
を
一
眸
の
う
ち
に
収

山
本
城
と
赤
城
砦

　
　
　
　
　
城
主
は
信
賢
と
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
治
）
⑤

と
い
う
姓
を
名
乗
っ
た
も
の
と
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

わ
れ
ま
す
。

　
こ
N
は
、
善
光
寺
街
道
と
八
箇

峠
越
え
の
分
岐
点
で
あ
り
、
川
治

渓
δ
の
入
口
を
お
さ
え
る
変
通
の

弾
地
に
っ
た
の
で
、
城
が
築
か
れ

た
の
で
し
ょ
う
．

～謄一
ヨ一咋載錨 環
’
「

＼馨

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
山
本

城
の
遠
見
と
し
て
使
わ
れ
た
と
想

像
さ
れ
ま
す
．

山
本
城
の
支
城

　
八
箇
峠
越
え
は
、
六
箇
越
え
の

裏
街
道
と
し
て
軍
事
的
な
役
割
り

を
巣
し
て
い
た
の
で
、
街
道
を
監

視
す
る
た
め
の
監
硯
哨
と
し
て
、

山
広
城
の
支
城
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
㈹
の
文

書
の
な
か
に
、
こ
＼
の
城
主
は
関

口
伊
賀
守
と
い
う
武
将
で
あ
る
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
時
代

や
経
歴
は
不
明
で
す
．

（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
佐
野
良
害
目
）

一347一


